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1行アキ：行間16pt
1．はじめに（全ての見出し：MSPゴシック10pt、行間15pt）
本文：MSP明朝10pt、行間15pt。

マージンは上25mm、下・左・右は20mmとします。
タイトルが1行に収まらない場合は、そのまま2行にわたり記入してください。サブタイトルが無い場合は、該当行を削除して上に詰めてください。
本文エリアは2段組、左揃えとします。段組間隔は適宜調整してください。
なお、“はじめに”などの見出し語は例ですので、適宜、変えてくださって結構です。
抄録はA4サイズ2ページで、許容されるファイル容量は3MBまでです。
2．方法

図のタイトルと説明は、必要に応じて図の直下に見出しと同じ書式（MSPゴシック10pt、行間15pt）で、中央揃えで入れてください。

例；

図1　本研究のモデル
写真やグラフは、必ずリンクされていない状態でペーストしてください。写真のサイズ（容量）やコントラストはあらかじめ調整してからペーストしてください。
また、罫線による表を用いる場合は、ページをまたぐなどの配置ずれが起こらない様にご注意ください。
2ページ目のフッタに、本フォーマットに従ってMSP明朝8pt、右揃えで必ず研究タイトルをご記入ください。なお、1ページ目のフッタは変更しないで下さい。
3．結果
4．考察
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2ページ目の本文最後には、本文と同様書式で下記例のように連絡先をご記入ください。
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